
「風の村米だより」特別優秀賞受賞
　南箕輪村の農事組合法人「まっくんファーム」で栽培されている「風の
村米だより（金芽米）」が、令和3年産 米・食味分析鑑定コンクール国際
大会において、“米の精”使用部門で参加76品目中、味度順位で7位と
評価され、さらに栽培別部門で金賞に次ぐ特別優秀賞を受賞しました。
　今回、コンクールに提出したサンプル米は、「まっくんファーム」直営圃
場で栽培されたお米になりますが、村内全域で栽培されている「風の村
米だより」は、サンプル米と同様の栽培方法で栽培されており「つやと粘
りがあり、甘みが強く、冷めてもおいしい」という、大変魅力のあるお米
です。村内の小・中学校の給食でも使用されています。 大芝高原味工房で販売中
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活
動
報
告

活
動
報
告

①
担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
化

　

村
内
の
農
地
面
積
8
5
4
ha
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
の

集
約
面
積
は
4
3
6
ha
、
集
積
率
は
51
%
で
し
た
。
新

た
な
貸
付
希
望
農
地
が
増
大
す
る
中
で
、
新
た
な
担
い

手
の
発
掘
や
多
様
な
担
い
手
の
育
成
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
農
地
を
借
り
た
い
人
、
貸
し
た
い
人
の

マ
ッ
チ
ン
グ
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
農
地
利
用
調
整
会

議（
年
1
回
冬
季
開
催
）や
、
農
地
相
談
会（
年
2
回
開

催
）な
ど
の
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

②
新
た
な
農
業
経
営
を
営
も
う
と
す
る
者
の
参
入
促
進

　

令
和
2
年
度
の
新
規
参
入
特
定
農
業
者
数
は
、
2
経

営
体
で
し
た
。
村
農
政
部
局
と
連
携
し
新
規
就
農
希
望

者
へ
の
早
期
把
握
に
務
め
て
い
ま
す
。

③
遊
休
農
地
に
関
す
る
措
置

　

村
内
の
遊
休
農
地
は
8.4 

ha
で
、
全
農
地
の
約
1
%
が

遊
休
化
し
て
い
ま
す
。
農
業
委
員
会
で
は
毎
年
8
月
に

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
、
遊
休
農
地
の
発
生
、
解

消
の
状
況
に
つ
い
て
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。
遊
休
化

と
判
断
し
た
農
地
の
所
有
者
に
対
し
て
は
文
書
に
て
注

意
を
促
し
、
今
後
の
農
地
利
用
意
向
調
査
も
併
せ
て
行

っ
て
い
ま
す
。

2

あ
い
さ
つ

　

日
頃
よ
り
農
業
委
員
会
活
動
に
ご
協

力
頂
き
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
4
年
も
早
2
か
月
が
経
ち
ま
し

た
。
相
変
わ
ら
ず
の
コ
ロ
ナ
禍
が
続
い
て

い
ま
す
が
、
皆
様
方
に
は
今
年
の
農
業
に

対
す
る
計
画
も
固
ま
り
つ
つ
あ
る
の
か

な
と
お
察
し
致
し
ま
す
。

　

昨
年
の
農
業
に
至
っ
て
は
、
台
風
等
の

災
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
凍
霜
害
に
よ

り
果
樹
や
野
菜
へ
の
被
害
や
、
夏
場
の
長

雨
に
よ
り
水
稲
中
心
に
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
特
に
村
の
主
要
な
農
産
物
で
あ

る
水
稲
に
至
っ
て
は
、
病
害
が
発
生
す
る

等
、
コ
メ
余
り
に
よ
る
価
格
の
下
落
と
相

ま
っ
て
大
幅
な
減
収
・
減
益
と
な
り
、
そ

の
影
響
は
大
き
か
っ
た
も
の
と
危
惧
し

て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
の
村
の
作
付
け
転
換
は
、

昨
年
比
で
約
8
ha
の
深
掘
り
と
い
う
割

当
て
に
な
っ
て
お
り
、
コ
メ
の
需
要
と
価

格
の
安
定
の
為
に
は
こ
の
数
字
も
達
成

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
生
産
費
の
高
騰
な

ど
を
考
え
る
と
稲
作
の
再
生
産
意
欲
に

影
響
が
な
い
か
と
懸
念
を
致
し
て
お
り

ま
す
。

　

一
方
、
村
の
農
地
変
動
の
状
況
で
す
が
、

一
時
期
多
か
っ
た
太
陽
光
発
電
へ
の
転

用
は
減
っ
て
い
ま
す
が
、
相
変
わ
ら
ず
住

宅
等
へ
の
転
用
は
多
い
も
の
が
あ
り
ま

南
箕
輪
村
農
業
委
員
会 

会
長  

髙
木  

繁
雄

す
。
耕
作
放
棄
地
も
一
進
一
退
。
高
齢
化

な
ど
に
よ
る
農
業
者
の
減
少
に
伴
い
、
農

地
を
手
放
し
た
り
貸
し
た
い
思
考
も
増

え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
農
業
委
員
会
で
も
今

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
、
出
来
る
事

は
何
か
を
問
い
な
が
ら
活
動
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
村
農
業
の
将
来
を
見

据
え
、
農
業
生
産
力
を
押
し
上
げ
、
こ
の

豊
か
な
田
園
風
景
を
後
世
に
残
す
た
め
、

農
水
省
が
掲
げ
る「
水
田
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
事
業
」や「
緑
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」

等
へ
の
取
組
み
も
視
野
に
、
村
の
農
業
の

形
態
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
今
後
も
、
村
農
業

の
持
続
的
発
展
の
た
め
に
、
関
係
す
る
団

体
と
も
連
携
し
、
改
定
さ
れ
た「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」を
最
大
限
生
か
す
等
、
大
き

な
課
題
で
あ
る「
新
た
な
農
地
利
用
の
最

適
化
」を
目
指
し
て
活
動
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
協
力

を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
、
天
候

に
恵
ま
れ
平
穏
で
実
り
多
き
年
と
な
る

よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進

　

農
業
委
員
会
は
、
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
を
中
心
に
、
農
地
法
に
基
づ
く
農
地
の
売
買
・

貸
借
の
許
可
、
農
地
転
用
案
件
へ
の
意
見
具
申
な
ど
、
農
地
に
関
す
る
事
務
を
執
行
す
る
行
政
委
員
会

と
し
て
、
市
町
村
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
責
務
に
対
す
る
南
箕
輪
村
農
業
委
員
会
の
活
動
内
容
を
、
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
報
告
い

た
し
ま
す
。（
数
値
は
令
和
3
年
4
月
時
点
）

①
農
地
権
利
移
動

　

一
年
間
の
処
理
件
数

　

売
買
31
筆
、
贈
与
9
筆
、

　

利
用
権
設
定
5
9
2
筆
、

　

農
業
開
発
公
社
仲
介
に
よ
る
売
買
42
筆

②
農
地
転
用
状
況

　

一
年
間
の
処
理
件
数
69
筆

　
（
内  

一
般
住
宅
へ
の
転
用
29
筆
）

農
地
の
売
買
・
貸
借
の
許
可

お
よ
び
農
地
転
用
許
可

1

2



伊久間さんが栽培するジャスミンの花伊久間さんが栽培するジャスミンの花

ハウス一面のパセリハウス一面のパセリ

3

　
上
伊
那
農
業
委
員
会
協
議
会
が
主
催
す
る
令
和
3
年
度
の「
農
業
功
績
者
」と「
農
業
名
人
」に
村
農
業
委
員
会
が
推
薦
し
、
認
定
さ
れ
た
お
二
人
を
紹
介
し
ま
す
。

農
業
功
績
者

農
業
功
績
者

農
業
功
績
者

農
業
功
績
者

伊
久
間 
弘
通
さ
ん（
85
歳
）沢
尻
区

農
業
名
人
「
パ
セ
リ
栽
培
名
人
」

農
業
名
人
「
パ
セ
リ
栽
培
名
人
」

農
業
名
人
「
パ
セ
リ
栽
培
名
人
」

農
業
名
人
「
パ
セ
リ
栽
培
名
人
」

池
田 

政
幸
さ
ん（
52
歳
）久
保
区

　

池
田
さ
ん
は
、
平
成
15
年
33
歳
の
と
き
に
勤

め
て
い
た
会
社
を
辞
め
て
就
農
し
ま
し
た
。

J
A
担
当
者
に
相
談
す
る
中
、「
人
と
違
う
も

の
を
作
り
た
い
」と
い
う
思
い
か
ら
、
当
時
は

上
伊
那
で
の
生
産
者
が
少
な
く
、
南
箕
輪
村
で

は
ま
だ
生
産
者
が
い
な
か
っ
た
「
パ
セ
リ
」
に

面
白
さ
と
魅
力
を
感
じ
、
挑
戦
す
る
こ
と
に
し

た
そ
う
で
す
。

　

当
時
は
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
や
う
ど
ん
こ
病
な
ど

で
失
敗
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
常

に
研
究
熱
心
に
栽
培
に
取
り
組
み
、
独
自
の
栽

培
方
法
を
確
立
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。

　

パ
セ
リ
は
一
年
一
作
で
毎
年
播
種
か
ら
2
万

8
千
本
の
苗
を
育
て
、
現
在
は
ハ
ウ
ス
20
ア
ー

ル
、
路
地
20
ア
ー
ル
に
作
付
け
し
て
い
ま
す
。

品
種
は
、
緑
が
濃
く
て
葉
っ
ぱ
の
巻
き
が
強
い

長
野
県
原
産
の  

せ  

ば 

け
い

洗
馬
系
の
パ
セ
リ
で
、
5
月
か

ら
10
月
ま
で
の
収
穫
期
に
は
年
間
で
約
10
ト
ン

の
パ
セ
リ
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
は
土
作
り

だ
と
言
い
、
化
学
肥
料
を
極
力
避
け
て
、

酵
母
、
麹
、
米
ぬ
か
な
ど
を
混
ぜ
込
み
、

水
を
た
っ
ぷ
り
与
え
て
土
壌
還
元
消
毒

を
行
う
な
ど
、
培
っ
て
き
た
経
験
や
技

術
に
基
づ
い
て
丁
寧
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
後
に
つ
い
て
は「
毎
年
毎
年

良
く
な
る
よ
う
に
、
特
に
土
に
こ
だ

わ
っ
て
、
自
分
の
目
が
届
く
範
囲
で
一

生
続
け
て
い
き
た
い
」と
ま
す
ま
す
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

伊
久
間
さ
ん
は
、
地
元
の
農
業
高
校
を
卒
業

後
、
家
業
の
果
樹
園
で
就
農
し
ま
し
た
。
35
歳

頃
か
ら
は
花
づ
く
り
に
目
覚
め
、
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
施
設
園
芸
を
始
め
ま
し
た
。
上
伊
那

郡
の
花
の
生
産
者
で
組
織
す
る
上
伊
那
花
き
生

産
者
会
議
で
は
副
会
長
を
務
め
、
そ
の
当
時
出

荷
の
主
流
だ
っ
た
鉄
道
輸
送
を
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

に
転
換
す
る
こ
と
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
地
区

の
営
農
組
合
長
を
2
回
、
農
家
組
合
長
を
1
回

務
め
る
な
ど
地
域
の
ま
と
め
役
と
し
て
農
業
振

興
に
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
61
年
に
は
、
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
の
一
種
で
あ

る
「
ユ
ー
チ
ャ
リ
ス
」
の
栽
培
研
究
に
取
り
組

み
、
1
年
に
1
回
6
月
頃
に
し
か
咲
か
な
い
花

を
3
6
5
日
の
周
年
開
花
に
で
き
な
い
か
と
模

索
し
、
足
掛
け
8
年
で
そ
の
技
術
を
完
成
さ
せ

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
15
年
に
は
「
ジ
ャ
ス
ミ

ン
」の
栽
培
研
究
を
始
め
、
こ
ち
ら
も
周
年
開

花
さ
せ
る
技
術
を
3
年
掛
け
て
確
立
さ
せ
ま
し

た
。
人
に
出
来
な
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
技
術
で

勝
負
し
た
り
、
同
じ
花
で
も
敢
え
て
難
し
い
品

種
や
新
し
い
品
種
に
取
り
組
ん
だ
り
す
る
姿
は
、

農
業
者
の
模
範
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
地
域
の
人
の
為
に
と
野
菜
の
無
人

販
売
所
を
自
宅
近
く
に
設
置
し
、
季
節
ご
と
に

新
鮮
な
野
菜
を
提
供
す
る
な
ど
、
ま
す
ま
す
意

欲
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。



日
時　

３
月
12
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
12
時
（
要
予
約
）

場
所　

役
場
１
階 

相
談
室

　
　
　
（
玄
関
ホ
ー
ル
横
）

　

農
地
に
関
す
る
こ
ん
な
お
悩
み
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

●
後
継
者
が
い
な
い
の
で
、
農
地
を
貸
し
た

い
、
売
り
た
い
…

●
営
農
規
模
を
拡
大
し
た
い
の
で
、
農
地
を

借
り
た
い
、
買
い
た
い
…

●
家
庭
菜
園
を
し
た
い
の
で
、
家
の
近
く
の

農
地
を
借
り
た
い
…

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
事
前
に
農
業
委

員
会
事
務
局
ま
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
日
以
外
で
も
相
談
事
が
あ
れ
ば
、

地
元
の
委
員
や
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
72

－

２
１
７
６

（
平
日
午
前
８
時
30
分

　

 

〜
午
後
５
時
15
分
）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
も
す
っ
か

り
落
ち
着
い
て
以
前
の
生
活
に
戻
れ

る
か
に
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
正
月

明
け
か
ら
デ
ル
タ
株
ま
た
新
型
の
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
の
新
規
感
染
者
が
激
増
、

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
3
回
目
の
接
種

が
始
ま
り
ま
し
た
。
い
つ
に
な
っ
た

ら
以
前
の
生
活
に
戻
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
基
本
的
な
感
染
対
策
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

後
記

編
集

　

私
た
ち
夫
婦
は
農
業
の

経
験
が
な
く
、
夫
が
相
続
し

た
農
地
を
複
数
の
人
に
貸
し
て
い
ま

す
。
こ
の
先
、
も
し
夫
が
亡
く
な
っ
た

ら
、
貸
し
て
い
る
農
地
の
契
約
は
無

効
に
な
り
ま
す
か
？ 

ま
た
、
家
族
で

農
業
が
で
き
な
い
場
合
は
、
相
続
の

手
続
き
が
終
わ
っ
て
い
な
く
て
も
、

農
地
を
貸
す
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

　

貸
手
が
死
亡
し
た
場
合

で
も
、
契
約
期
間
が
残
っ
て

い
る
場
合
は
相
続
人
に
貸
主
側
の
義

務（
土
地
を
貸
す
義
務
）が
引
き
継
が

れ
ま
す
の
で
、
死
亡
に
よ
っ
て
契
約

が
終
了
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
の
契
約
期
間
が
満
了
し
、
新
た

に
契
約
を
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ま
で

に
相
続
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
相
続
登
記
が
未
了
の
場

合
で
も
、
相
続
権
者
全
員
の
同
意（
契

約
期
間
が
20
年
以
下
の
利
用
権
設
定

の
場
合
は
、
2
分
の
1
を
超
え
る
同

意
）と
相
続
権
が
分
か
る
書
類
が
あ
れ

ば
農
地
を
貸
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
相
続
登
記
は
早

急
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

お
寄
せ
頂
い
た
ご
質
問
、
ご
意
見
、
ご
感
想

は
、
読
者
の
皆
様
と
農
業
委
員
会
の
交
流
の
場

と
し
て
次
回
以
降
の
「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」

の
紙
面
へ
掲
載
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら

か
じ
め
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

南
箕
輪
村
農
業
委
員
会
事
務
局
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－
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南
箕
輪
村
4
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－
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（
役
場
産
業
課
内
）

皆
様
か
ら
の
農
業
に
関
す
る
ご
質
問
、

ご
意
見
、
農
業
委
員
会
だ
よ
り
の
ご

感
想
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

さらに良くなる
“農業者年金制度改正”
　令和4年から農業者年金制度が改正されます。まだ加入されてない方
は、この機会に加入を考えてみてはどうでしょうか。

ポイント

1

ポイント

2

ポイント

3

困
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？

質
問

回
答

（
編
集
委
員  

伊
藤 

良
夫
）

農
地
相
談
会
を
開
き
ま
す

若い農業者が加入しやすいよう
保険料が引き下げられます。
35歳未満で要件を満たす方は、
月額１万円から加入できます。

年金の受給開始時期の選択肢が
広がります。
年金の受給要件を満たした方は、
受給開始時期をご自身で選択できます。

年金の加入可能年齢が65歳に
引き上げられます。
60歳以上の方でも、国民年金の任意加入者であり、
農業に年間60日以上従事している方なら加入できます。

詳しくは… 農業者年金 検 索 内容やご相談については、農業委員会かJA
または農業者年金基金にお問い合わせください。


